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ひ

と
よ

し
で

輝
く

人

郷
土
の
伝
統
料
理
に
つ
い
て
、
卓
越
し

た
知
識
、
経
験
、
技
術
を
持
ち
伝
承

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
を
熊
本
県

が
認
定
す
る
「
く
ま
も
と
ふ
る
さ
と
食
の
名

人
」。
人
吉
市
に
い
る
3
人
の
「
食
の
名
人
」

の
う
ち
の
1
人
が
元
田
さ
ん
だ
。

　

市
内
の
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
市
」
や
産
業

祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
山
菜
料
理
や
煮
し
め

を
出
品
し
た
り
、
市
内
の
学
校
や
高
齢
者
、

料
理
愛
好
家
を
相
手
に
伝
承
料
理
教
室
の
先

生
を
務
め
た
り
と
活
躍
す
る
。

　
「『
お
い
し
い
』
と
食
べ
て
く
れ
る
人
を
思

い
な
が
ら
作
る
と
幸
せ
な
気
分
に
な
る
」
と

料
理
の
醍だ

い
ご
み

醐
味
を
話
す
元
田
さ
ん
。
好
奇
心

が
旺
盛
で
、
教
わ
っ
た
レ
シ
ピ
も
「
同
じ
も

の
を
作
っ
て
も
面
白
く
な
い
」
と
自
分
流
に

昇
華
さ
せ
る
ほ
ど
研
究
熱
心
。
ま
だ
人
吉
で

は
「
山
菜
お
こ
わ
」
が
珍
し
か
っ
た
30
年
以

上
前
、
試
行
錯
誤
の
末
に
初
め
て
売
り
出
し

た
の
も
元
田
さ
ん
だ
。

　

元
田
さ
ん
に
は
、
も
う
一
つ
別
の
顔
が
あ

る
。
そ
れ
は
人
吉
球
磨
で
は
珍
し
い
女
猟
師
。

約
20
年
前
か
ら
わ
な
猟
を
始
め
、
ご
主
人
の

千ち
と
し年
さ
ん
と
獲
物
を
求
め
山
に
入
る
。
毎
年

50
頭
以
上
の
獲
物
を
仕
留
め
る
そ
う
だ
。
獲

れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
で
作
る
ジ
ビ
エ
（
狩

猟
で
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
肉
）
料
理
は
、
知
る

人
ぞ
知
る
逸
品
。
下
処
理
が
的
確
に
施
さ
れ

獣
肉
特
有
の
臭
み
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
「
ジ
ビ
エ
料
理
は
お
い
し
く
て
健
康
的
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
店
頭
で
シ
カ
の
肉
な

ん
か
が
手
軽
に
買
え
る
環
境
が
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
」。
人
吉
球
磨
に
住
む
人
た
ち
に

ジ
ビ
エ
料
理
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
、
現
在

新
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
中
だ
。

「食の名人」と「猟師」の顔を持つ

元田 房子 さん（田野町）

もとだ　ふさこ
昭和17年10月12日生まれ。Ｏ型。趣味
は油絵やドライフラワーなど多数ある
が、「忙しくてする暇がありません」と
元田さん。
とにかく山が大好きで、猟だけでなく春は
山菜狩り、秋はキノコ狩りと一年中、山
に出かける。また、荒地にはコスモスや
菜の花の種をまくなど、料理と同じくらい
山を心から愛している。
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11 2012　市長と語る　ひとよし“かがやき”
づくりトーク　報告

12
13
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肥薩線世界遺産特別講演／球磨工生徒２人に感
謝状贈呈／包括的な福祉施策のあり方に関する
研究協定／人吉球磨観光ガイドアプリ提供開始
／人吉球磨は、ひなまつり／西瀬小３年生が消
防団について学ぶ／ひとよしまちカフェ

14
15

住宅のリフォーム・耐震に補助金を交付
します

16
17 19 ～ 74歳の方の市民健診が始まります

18
19 情報ひろば

20 はい、こちら消費生活センターです
もっとわかりやすく！　国保だより

21 わが家の愛
あい

ドル
ようこそ としょかんへ！

22 平成25年４～ 10月ウォーキングデーのご
案内
ファミリーサポートセンターひとよし会
員募集中！

23 市長の部屋　ひと好し ちょっといい話
石野公園の広場でグラウンドゴルフを楽
しみませんか？
編集後記

24 Hitoyoshi information ／４月１日から
防災行政無線の運用をスタートします

笑顔と感動あふれる子育て論展開

講演する高濱さん。今年度から市内の小学校では、「花まる学習会」
の方法を取り入れた教育が始まる（上）／閉会後の懇談会で、高濱さ
んは一人一人の質問に答えていた（下左）／パネルディスカッションで
は、人吉での思い出話も飛び出した（下右）

　

関
東
を
中
心
に
展
開
す
る
人
気
の
学
習

塾
「
花
ま
る
学
習
会
」
代
表
の
高
濱
正
伸

さ
ん
を
招
き
、
３
月
24
日
に
第
一
中
学
校

の
体
育
館
で
「
ひ
と
よ
し
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
濱
さ
ん
は

人
吉
市
出
身
。
思
考
力
や
作
文
、
野
外
体

験
な
ど
を
重
視
し
た
独
自
の
学
習
塾
「
花

ま
る
学
習
会
」
で
注
目
さ
れ
、
子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
著
書
や
講
演
会
で
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
1
部
は
「
母
親
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

～
メ
シ
が
食
え
る
大
人
に
育
て
る
～
」
と

題
し
講
演
。「
ま
ず
は
お
母
さ
ん
の
心
の

安
定
を
」、「
学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル
こ
そ
基

調
な
経
験
」
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
の
話
に
、
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
第
２
部
は
田
中
市
長
ら
を
交
え
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
閉
会
後
は

希
望
者
と
高
濱
さ
ん
の
懇
談
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。郷
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神
が
か
り
の
要
素
が
特
徴

　

球
磨
神
楽
の
起
源
は
定
か
で
は

な
い
が
、
文ぶ

ん
め
い明

４
年
（
１
４
７
２

年
）、
領
主
の
相
良
為た

め
つ
ぐ続

が
雨
乞

い
祈
願
の
た
め
に
奉
納
し
た
と
い

う
の
が
一
番
古
い
記
録
と
さ
れ

る
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
各
神
社
の
神

職
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
、

現
在
で
も
10
月
８
日
に
行
わ
れ
る

青
井
阿
蘇
神
社
秋
の
例
大
祭
「
お

く
ん
ち
祭
」
の
前
夜
祭
を
皮
切
り

に
、
12
月
15
日
ま
で
人
吉
球
磨
の

43
の
神
社
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
豊
作
祈
願
や
悪
鬼
退

散
、
諸
願
成
就
な
ど
の
祈
願
神
楽

と
し
て
奉
納
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

演
目
は
も
と
も
と
33
番
あ
っ
た

が
、
現
在
残
る
の
は
17
番
。
面
を

着
け
な
い
「
直ひ

た
め
ん面
」
で
、
鈴
や

御ご
へ
い幣
、
剣
な
ど
を
手
に
し
て
舞
う

「
採と

り
も
の
ま
い

物
舞
」
と
呼
ば
れ
る
舞
だ
。

舞
い
手
は
笛
、
太
鼓
、
楽が

く
い
た板
（
球

磨
神
楽
特
有
の
楽
器
）
の
音
色
に

合
わ
せ
、
回
っ
て
は
回
り
返
し
、

足
拍
子
を
多
く
踏
む
。
ほ
か
の
神

楽
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
演
目

と
い
う
「
棟む

な
か
た方

」
や
「
大だ

い
し
ょ
う小」

で

は
、
舞
の
中
で
跳
躍
し
た
り
体
を

反
ら
せ
た
り
と
、
神
が
か
り
的
な

動
き
が
特
徴
だ
。
優
雅
に
、
時
に

荒
々
し
い
動
作
に
舞
い
手
も
い
つ

し
か
陶
酔
し
、
舞
台
は
神
秘
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
く
…
…
。

保
存
会
に
よ
る
伝
承

　

球
磨
神
楽
は
も
と
も
と
神
職

の
仕
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
は
後

継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
、
大
正
時
代
末
期

か
ら
神
職
会
主
催
の
講
習
会
を
開

催
。
昭
和
３
年
か
ら
は
一
般
人
も

舞
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
昭
和
37
年
に
は
、
神
職

を
中
心
に
人
吉
球
磨
全
域
を
対
象

と
し
た
「
球
磨
神
楽
保
存
会
」
が

結
成
さ
れ
る
。
舞
い
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
神
社

単
位
で
の
奉
納
に
代
わ
り
、
保
存

会
が
各
神
社
へ
出
張
し
て
奉
納
す

る
現
在
の
形
に
な
っ
た
。
ほ
か
に

も
、
保
存
会
は
「
子
ど
も
神
楽
教

室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
保
存
継

承
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

そ
し
て
昭
和
57
年
、
保
存
会
は

第
31
回
全
国
民
俗
芸
能
大
会
に
出

場
。
同
年
、
球
磨
神
楽
は
国
指
定

に
次
ぐ
評
価
の
国
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
に
選
ば
れ
る
。
こ
れ
を
機

に
、
昭
和
58
年
に
市
教
育
委
員
会

は
球
磨
神
楽
を
学
術
調
査
し
、
報

告
書
を
ま
と
め
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
30
年
。
平
成
23
年

に
は
第
53
回
九
州
地
区
民
俗
芸
能

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
演
し
、

文
化
庁
の
映
像
記
録
に
残
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
保
存
会
の
努
力
で

古
い
姿
を
変
え
ず
に
伝
承
さ
れ
て

き
た
こ
と
、
昭
和
58
年
の
学
術
調

査
で
高
い
価
値
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
、
平
成
23
年
の
九
州
地
区
民
俗

芸
能
大
会
へ
の
出
演
…
…
。
そ
し

て
昨
年
、
文
化
庁
調
査
官
が
現
地

調
査
を
行
い
、
球
磨
神
楽
の
高
い

文
化
的
価
値
が
再
評
価
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
が
今
回
の
指
定
に
つ
な

が
っ
た
。

九
州
を
代
表
す
る
神
楽
に

　

今
回
の
指
定
で
、
県
内
の
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
は
、「
阿

蘇
の
農
耕
祭
事
」（
阿
蘇
市
）、「
菊

池
の
松ま

つ
ば
や
し

囃
子
」（
菊
池
市
）、「
八

代
妙み

ょ
う
け
ん
さ
い

見
祭
の
神
幸
行
事
」（
八
代

市
）
を
合
わ
せ
た
４
件
に
な
っ

た
。
神
楽
の
指
定
で
は
県
内
で
初

め
て
。
九
州
の
神
楽
で
は
９
件
目

と
な
り
、
宮
崎
県
の
高
千
穂
神
楽

な
ど
と
と
も
に
、
球
磨
神
楽
は
九

州
を
代
表
す
る
神
楽
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
だ
。

球
磨
神
楽

３
月
12
日
、
人
吉
球
磨
地
方
に
伝
わ
る
「
球
磨
神
楽
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
五
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
こ
の
地
域
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
球

磨
神
楽
。
優
雅
に
、
時
に
荒
々
し
い
そ
の
舞
は
、
昔
も
今
も
人
々
を
魅
了
す
る
。

▲３月12日、文化庁長官から指定証書を受け
取る球磨神楽保存会の宮原副会長

特
　
集球磨神楽の価値 そ

れ
は
、
優
雅
で
妖
し
い
ほ
ど
に
神
秘
的
な
舞

人
吉
球
磨
は
中
世
以
降
、
一

貫
し
て
相
良
氏
が
領
主
と

し
て
存
続
し
た
地
域
で
、
青
井
阿

蘇
神
社
を
中
心
に
独
自
の
宗
教
的

展
開
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
、
独
自
の
特
色
を
持
つ

神
楽
が
発
展
し
た
こ
と
の
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
球
磨
神
楽
が
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
無
形
の
民
俗
文
化
財

の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
と
し

て
国
か
ら
法
的
に
認
め
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
文
化

財
と
し
て
の
価
値
が
定
ま
り
、
周

知
や
伝
承
活
動
、
発
表
会
の
開
催

な
ど
に
つ
い
て
、
国
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

人
吉
球
磨
は
、
神
楽
だ
け
で
な

く
社
寺
建
築
の
重
要
文
化
財
も
数

多
く
残
る
地
域
で
す
。
歴
史
的
な

も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
意
識

は
、
神
様
や
仏
様
を
大
切
に
す
る

こ
の
地
域
の
人
々
の
あ
つ
い
信
仰

心
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

市歴史遺産課長
鶴嶋 俊彦

人々の信仰心が守り続けた地域の宝・球磨神楽

球磨神楽とは、いったいどのような神楽なのか。そし
て、その文化的価値とは。

INTERVIEW

特　集　球磨神楽
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球磨神楽で唯一面を着けて舞う獅子
舞。舞の途中、神主におはらいを受ける。

球磨神楽の舞

球磨神楽
全十七番 

神を神楽の座に招く舞。祭典で最初に
舞う神楽で、式神楽と言われる。

15節の剣の技があり、剣を手に跳躍
乱舞する１人舞。

２人舞の初段と、３人舞の後段で構成
される。互いに剣の下をくぐりあう。

奈良の春日大神をたたえる舞。舞うた
びに綱がほぐれ、紙吹雪が散る。

神と親しむ神遊びの舞。古くは「じゃ
あじょう」と呼ばれた。

五穀豊
ほうじょう

穣に感謝する舞。初段、後段の
区別がなく、楽の調子が独特。

四方を清める舞。女性が舞うことが多
いが、かつては男性が舞っていた。

２本の御幣を振り、大地の悪霊を鎮め
るために足拍子を軽快に踏む。

悪魔ばらいの舞。後段は、日
やまとたけるのみこと

本武尊命
が剣で敵を討つ様子を表す。

神に酒を振る舞う舞。舞が済むと、参
拝者にお神酒が振る舞われる。

弓矢を持って舞い、神楽の座を清める
四方ばらいの舞。

罪やけがれ、悪霊を、手に持った御幣
と鈴ではらい清める舞。

毛が付いた笠をかぶり、終始うつむき
加減に舞う呪術的な舞。

うずくまる、反る、跳ぶ、足を横に上
げるなど、神がかり的な動作が多い。

餅をのせた三
さんぽう

方を持って舞い、舞い終
わると参拝者に餅をまく。

ゆっくりと優雅に、扇を高く掲げて舞
う。この演目のみ笛の奏者が２人以上。

球
磨
神
楽
保
存
会
会
長
の
竹
下
さ
ん
に
、

神
楽
と
人
々
の
関
係
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

神
楽
と
い
う
と
神
社
関
係
者
だ
け
の

も
の
と
い
う
印
象
が
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
は
地
域
の
氏
神

様
の
秋
祭
り
で
、
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う

穣
に
感
謝
す
る

意
味
で
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

地
域
の
人
た
ち
が
野
菜
を
持
ち
寄
っ
た

り
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
と
、
祭
り

や
神
楽
を
き
っ
か
け
に
地
域
が
つ
な
が
っ

て
い
た
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
農
家
の
減
少
や
核
家
族
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
で
地
域
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
、
最
近
は
そ
の
よ
う
な
文
化

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
球
磨
神
楽
を
見

た
こ
と
が
な
い
、
知
ら
な
い
と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
地
元
の
人
に
こ
そ
こ
の
素
晴
ら

し
い
伝
統
文
化
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
秋
祭

り
の
季
節
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
青
井
阿
蘇

神
社
や
地
元
の
氏
神
様
へ
、
球
磨
神
楽
の

舞
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

球磨神楽保存会会長

竹下 一
かずしげ

成さん

球
磨
神
楽
は
地
域
の
人
々
の

心
の
つ
な
が
り　

INTERVIEW

一番「 三
さ ん ば ん

番  」二番「 大
お お べ い

弊  」

三番「 地
じ わ り

割  」四番「 御
ご し い

酒  」五番「 神
か ん す い

師  」

六番「 小
こ べ い

弊  」七番「 乙
お と め こ

女 子  」八番「 田
で ん が く

楽  」

九番「 扇
お う ぎ あ わ せ

合  」十番「 三
み か さ

笠  」十一番「 獅
し し

子  」

十二番「 岩
い わ く ぐ り

潜  」十三番「 振
ふ り つ る ぎ

剣  」十四番「 笛
ふ え そ ろ い

揃 」

十五番「棟
む な か た

方  」十六番「 大
だ い し ょ う

小  」十七番「 御
み さ き

前  」

①獅子面を着ける「獅子」以外の演目は、面を着けずに舞う「直
ひためん

面」である。
②鈴や御

ご へ い

幣、剣などを手に取って舞う「採
とりものまい

物舞」である。
③神楽歌に千

せんざい

載和歌集などからの古歌を多数引用。
④回って回り返す動作を基本とし、足拍子を多く踏む。
⑤ほかの神楽には見られない演目（「大小」、「棟方」）がある。
⑥舞い手が横一列や縦一列に並んだり、向き合ったりするなどさまざまに隊形移動する。

独特の動きが特徴という球磨神楽の舞。現在
も残る全17番の演目を紹介する。

球磨神楽の
主な特徴 

神楽写真提供：豊永和明氏（一番、七番、十五番を除く）
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１

５

４

３ ２

６

球磨神楽の継承

志賀 麗加 さん

（第二中学校３年）

球磨神楽保存会副会長
宮原 信一さん

INTERVIEW

❶３月20日に行われた、青井阿蘇神社の子ど
も神楽教室発表会。神楽を始めてまだ半年の
４人も立派に奉納。➋発表会終了後は、一人
一人に修了証が手渡された。➌発表会の後は、
お楽しみのカレーパーティー！➍善隣保育園
の学童クラブでも指導にあたる宮原さん。➎
子どもたちは、あいさつや姿勢の大切さも学
ぶ。➏伝統文化の担い手として練習も真剣

この土地で五百年以上にわたって受け継がれてきた球
磨神楽。人から人へ、その継承は続いていく。

保
存
会
に
よ
る
神
楽
教
室
の
開
催

　
「
考
え
と
っ
て
も
だ
め
た
い
！

と
に
か
く
動
か
ん
ば
！
」。
青
井

阿
蘇
神
社
で
行
わ
れ
る
子
ど
も
神

楽
教
室
で
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を

行
う
の
は
、
球
磨
神
楽
保
存
会
副

会
長
の
宮
原
信
一
さ
ん
。
あ
さ
ぎ

り
町
在
住
の
神
職
だ
が
、
神
楽
の

指
導
の
た
め
に
人
吉
へ
通
う
。

　

球
磨
神
楽
保
存
会
が
結
成
さ
れ

た
の
は
昭
和
37
年
。神
職
に
加
え
、

演
じ
手
不
足
を
補
う
た
め
神
楽
を

舞
う
よ
う
に
な
っ
た
氏
子
た
ち
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
神
楽
を
奉

納
す
る
だ
け
で
な
く
、
後
継
者
の

育
成
の
た
め
神
楽
教
室
な
ど
を
開

催
。
現
在
は
湯
前
町
、多
良
木
町
、

あ
さ
ぎ
り
町
、
青
井
阿
蘇
神
社
、

善
隣
保
育
園
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
子

ど
も
神
楽
教
室
を
開
い
て
い
る
。

　

保
存
会
の
中
で
た
だ
一
人
17
番

全
て
の
演
目
を
舞
え
る
と
い
う
宮

原
さ
ん
は
、
神
楽
を
教
え
て
50
年

以
上
。「
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
教
え

る
方
法
も
あ
る
が
、
神
楽
は
手
足

を
使
っ
て
教
え
な
い
と
絶
対
に
だ

め
」
と
、
78
歳
の
現
在
も
精
力
的

に
指
導
を
行
う
。
球
磨
神
楽
独
特

の
動
き
や
リ
ズ
ム
を
、
正
し
く
伝

承
し
て
い
く
た
め
だ
。

　

青
井
阿
蘇
神
社
の
教
室
に
通
う

の
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

約
20
人
。
発
表
会
を
見
に
来
て
憧

れ
た
り
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
始

め
た
り
と
、
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ

ま
だ
。
春
と
秋
の
２
回
行
わ
れ
る

発
表
会
に
向
け
、
毎
週
練
習
に
励

む
。
ま
だ
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
た

ち
も
、御
幣
や
剣
を
手
に
す
る
と
、

伝
統
文
化
の
担
い
手
と
し
て
表
情

が
き
り
り
と
引
き
締
ま
る
。

担
い
手
不
足
が
課
題

　

宮
原
さ
ん
に
は
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
教
え
子
が
い
る
が
、
受
験
や

部
活
、
塾
な
ど
の
た
め
中
学
生
ま

で
で
や
め
る
子
ど
も
が
多
く
、
続

け
て
も
高
校
卒
業
後
は
郡
市
外
に

出
て
行
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

地
元
に
残
り
、「
本
物
」
の
担
い

手
と
な
る
教
え
子
は
少
数
だ
。
ま

た
、
保
存
会
会
長
の
竹
下
さ
ん
に

よ
る
と
、
大
人
の
舞
い
手
も
不
足

し
て
い
る
と
い
う
。「
保
存
会
に

は
神
職
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
職
業
の
人
が
い
る
。
一
般
の
方

も
、
興
味
を
持
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
室

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」。

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

と
な
っ
た
、
人
吉
球
磨
が
誇
る
伝

統
文
化
・
球
磨
神
楽
。
し
か
し
無

形
の
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
人
か
ら

人
へ
と
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
消
え
て
し
ま
う
。
今
回
の
指
定

を
受
け
、
保
存
会
会
長
の
竹
下
さ

ん
は
「
喜
び
や
先
輩
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
同
時
に
、
継
承
へ
の

責
任
を
感
じ
る
」
と
、
身
を
引
き

締
め
た
。

子
ど
も
た
ち
に
長
年
神
楽
を
教
え
る
、
保

存
会
副
会
長
の
宮
原
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

球
磨
神
楽
は
神
様
に
向
か
っ
て
舞
う

も
の
で
、
人
に
見
せ
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ン

ス
の
方
が
か
っ
こ
い
い
と
い
う
子
ど
も
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
球
磨
神
楽
は
こ
の
地

方
の
伝
統
文
化
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ

の
神
楽
が
い
か
に
大
事
な
も
の
な
の
か
、

そ
れ
を
学
び
舞
う
と
い
う
こ
と
が
い
か
に

立
派
な
こ
と
か
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
球
磨
神
楽
は
国
の
文
化
そ
の
も

の
で
す
。
そ
れ
を
学
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、

多
小
は
厳
し
く
教
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
か
わ

い
い
。
神
楽
は
下
手
で
も
い
い
。
一
つ
の

こ
と
を
一
生
懸
命
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
で
ほ
し
い
ん
で
す
。

　

い
つ
か
神
楽
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が

大
き
く
な
っ
て
、
人
吉
球
磨
の
ど
こ
の
神

社
に
も
舞
い
手
が
い
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

神
楽
を
舞
う
こ
と
の
意
味　

来たれ！伝統文化の担い手たち！

平成25年度　
青井阿蘇神社 子ども神楽教室
開催日　毎週木曜（６月開講予定）
時　間　午後７時～８時
場　所　青井阿蘇神社
※年齢制限はありません。大人も参加
できます
申込・問合せ　青井阿蘇神社
                           （☎２２－２２７４）

神楽は日常生活の要素が全
く入っていない、まるで別
世界。舞えば日常を忘れて
没頭できますよ

嶽本 絵利香 さん

（人吉高校２年）

春から県外に進学します
が、重要無形民俗文化財の
担い手として誇りを持ち、
続けていきたいです

～平成24年度子ども神楽教室の卒業生からひとこと～
※学年は平成24年３月当時のもの

特　集　球磨神楽
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

矢
岳

世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。 矢岳駅

vol.09

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

　

熊
本
県
と
宮
崎
県
の
県
境
近
く

に
あ
る
矢
岳
駅
。
人
吉
駅
を
出
発

し
、ル
ー
プ
線
、大お

こ
ば畑
駅
、ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
を
経
て
、
急
勾
配
を
乗

り
越
え
る
と
た
ど
り
着
く
山
あ
い

の
駅
で
す
。
熊
本
県
の
最
南
端
に

あ
り
、
肥
薩
線
中
最
も
高
い
海
抜

５
３
６
・
９
㍍
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
周
辺
は
避
暑
地
と
し
て
、
明

治
・
大
正
期
に
は
「
九
州
の
軽
井

沢
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
業
は
、
１
９
０
９
年
（
明
治

42
年
）
11
月
21
日
。
矢
岳
ト
ン
ネ

ル
が
貫
通
し
、
肥
薩
線
が
全
線
開

通
し
た
日
で
す
。
大
畑
駅
と
同
じ

よ
う
に
設
備
な
ど
を
多
少
改
変

し
て
い
ま
す
が
、
開
業
当
時
の

姿
を
よ
く
残
し
、
１
０
０
年
以

上
雨
風
に
耐
え
抜
い
た
木
造
駅

舎
。
切き

り
づ
ま
づ
く
り

妻
造
の
屋
根
、
梁は

り
ま間

４

間け
ん

、
桁け

た
ゆ
き行
９
間
半
の
建
物
で
、
南

か
ら
４
間
四
方
の
待
合
室
と
事
務

室
が
並
び
、
１
間
半
の
休
憩
室
と

給
湯
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
側
と
待
合
室
の
外
側
に
は

下げ

や屋
（
主
屋
の
屋
根
よ
り
一
段
下

げ
た
位
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
片

流
れ
の
屋
根
）
が
回
り
、
待
合
室

内
に
は
出

し
ゅ
っ
さ
つ札

窓
口
（
切
符
売
場
）

や
手
荷
物
窓
口
、
腰
掛
け
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
い
天
井
、
壁
面

の
し
っ
く
い
と
板
張
り
の
質
素
な

仕
上
げ
、
腰
掛
け
板
を
受
け
る
持

ち
送
り
、
正
方
形
の
天
井
中
央
の

換
気
口
な
ど
は
肥
薩
線
木
造
駅
舎

に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
明
治

期
の
モ
ダ
ン
さ
を
一
層
引
き
立
て

ま
す
。

　

開
業
前
後
は
付
近
に
民
家
は
十

数
戸
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

肥
薩
線
が
開
通
し
流
通
が
発
達
す

る
と
、
運
送
や
木
材
業
者
を
中
心

に
人
が
集
ま
り
、
木
炭
・
木
材
な

ど
の
積
み
出
し
で
町
は
に
ぎ
わ
っ

て
い
き
ま
す
。そ
し
て
戦
後
に
は
、

開
拓
者
の
入
植
で
町
は
さ
ら
に
栄

え
ま
し
た
。

　

広
い
構
内
は
当
時
の
隆
盛
を
物

語
り
ま
す
。
現
在
の
線
路
を
隔
て

た
所
に
は
島
式
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

線
路
は
上
下
線
３
本
と
貨
物
積
み

降
ろ
し
線
３
本
、
貯
木
場
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
年
存
在

が
確
認
さ
れ
た
給
水
塔
や
朝
顔
型

水
盤
も
、
構
内
で
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
ま
す
。

急
勾
配
の
先
に
現
れ
る

熊
本
県
最
南
端
の
駅

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

駅舎東側にある給水塔

2012　市長と語る
ひとよし“かがやき”づくりトーク

開
催
日

対

象

町

内

人
数

７
・
11

東

間

下

町

24
人

7
・
19

下
原
田
町
嵯
峨
里

30
人

7
・
23

下
原
田
町
羽
田
・
上
野

21
人

7
・
25

中

林

町

46
人

8
・
2

蟹

作

町

33
人

8
・
10

北

泉

田

町

17
人

8
・
24

下
原
田
町
瓜
生
田

10
人

8
・
28

東

間

上

町

19
人

9
・
14

七

地

町

13
人

9
・
27

大

畑

町

柴

笠

11
人

10
・
11

上

漆

田

町

17
人

10
・
15

北

泉

田

町

28
人

10
・
29

相

良

町

12
人

11
・
12

中

神

町

馬

場

17
人

11
・
14

下

原

田

町

堀

27
人

11
・
24

温

泉

町

10
人

11
・
27

下

田

代

町

13
人

11
・
29

上

林

町

一

区

13
人

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
参
加
者
か
ら

の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
長
の

回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
Ｑ

→
参
加
者
か
ら
の
質
問
、
Ａ
→
市
長

の
回
答
）

Ｑ
な
ぜ
肥
薩
線
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
の
か
？

Ａ
肥
薩
線
は
１
０
０
年
前
の

施
設
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
。
こ
ん
な
路
線
は
日
本
で
こ

こ
だ
け
に
し
か
な
い
。
世
界
中
に

は
３
つ
の
鉄
道
の
世
界
遺
産
が
あ

る
が
歴
史
的
価
値
は
こ
れ
ら
に
匹

敵
す
る
。
登
録
に
は
20
年
以
上
か

か
る
と
思
う
が
、
私
た
ち
の
子
や

孫
の
た
め
に
や
り
続
け
た
い
。

Ｑ
市
庁
舎
移
転
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？

Ａ
万
が
一
の
と
き
災
害
対
策

本
部
と
な
る
市
庁
舎
は
災

害
に
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
「
市
庁
舎
移
転
建
設
研
究
委

員
会
」
を
庁
内
に
発
足
さ
せ
、
現

市
庁
舎
の
現
状
と
新
市
庁
舎
の
建

設
場
所
・
手
法
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
乗の

り
あ
い合

タ
ク
シ
ー
の
今
後
の

見
通
し
は
？

Ａ
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
現
在

実
験
的
に
郊
外
の
３
路
線

で
運
行
中
。
こ
れ
が
好
評
な
ら
範

囲
を
広
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
家
族
の
時
間
（
市
が
平
成

24
年
度
か
ら
始
め
た
10
月

９
日
を
休
日
と
す
る
事
業
）
は
毎

年
続
け
る
の
か
？

Ａ
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。「
家
族
の

時
間
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
に
「
郷
土
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
」
と
い
う
思
い
出
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
一
番

の
願
い
。

Ｑ
企
業
誘
致
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？

Ａ
今
ま
で
は
、
よ
そ
か
ら
企

業
を
連
れ
て
く
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
が
、
こ
の
不
景
気
で

は
難
し
い
。
今
は
発
想
を
変
え
て

人
吉
に
埋
も
れ
て
い
る
「
宝
」
を

発
見
し
、
国
内
外
に
売
り
出
し
て

い
く
事
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
キ
ク
ラ
ゲ

の
今
後
の
展
望
は
？

Ａ
キ
ク
ラ
ゲ
に
つ
い
て
は
今

年
度
は
発
生
が
悪
く
悪
戦

苦
闘
し
て
い
る
。
し
か
し
売
り
先

が
増
え
て
い
る
の
で
３
～
４
年
後

が
楽
し
み
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
に
つ
い

て
は
、
現
在
福
岡
の
明
太
子
メ
ー

カ
ー
が
人
吉
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を

使
っ
た
商
品
を
開
発
中
。
市
で
は

地
産
他
商
推
進
室
を
設
け
て
販
路

拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

参加した感想 人数 割合
とても有意義 177人 58.4％
有意義 100人 33.0％
あまり有意義でない 3人 1.0％
よくない 0人 0.0％
未記入 23人 7.6％

合　計 303人 100.0％
参加者：361人（男：218人、女：143人）
アンケート回答者数＝303人
アンケート回収率＝83.9％

人吉市では、市長と市民の皆さんが直接語
り合い、市政に対する理解を深めていた
だくために、タウンミーティング「市長

と語る　ひとよし“かがやき”づくりトーク」を開
催しています。
　平成24年度は町内単位で18回開催し、のべ
361人の方が参加されました。
　各会場では、田中市長が２期目のマニフェスト
の進ちょく状況を説明したあと、参加者からまち
づくりに対する質問や、地域の問題点・要望など
が出されました。

市総務課秘書広報係（☎22－2111内線2207・2208）

報告

■
平
成
24
年
度
開
催
実
績

■ 参 加 し た 感 想 は？
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iPhoneアプリで観光PR
人吉球磨観光ガイドアプリ提供開始

認知症の高齢者を保護
球磨工生徒２人に感謝状贈呈

大学と協力し福祉施策を推進
包括的な福祉施策のあり方に関する研究協定

世界遺産への可能性を探る
肥薩線世界遺産特別講演

　

3
月
9
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

「
産
業
遺
産
と
し
て
の
肥
薩
線
を
考
え

る
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
東
京
大
学
の
副
学
長
で
、

世
界
文
化
遺
産
の
審
査
を
担
当
す
る

国
際
機
関
Ｉイ

コ

モ

ス

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
）
の
国
内
委
員
長
を
務
め

る
西
村
幸
夫
氏
で
す
。
西
村
氏
は
、
平

成
19
年
に
世
界
遺
産
に
な
っ
た
石い

わ
み見
銀

山
な
ど
の
取
り
組
み
例
を
紹
介
さ
れ
た

後
、
肥
薩
線
を
「
世
界
遺
産
に
な
る
可

能
性
は
あ
る
」
と
評
価
。
今
後
の
課
題

と
し
て「
世
界
に
向
け
て
肥
薩
線
の『
物

語
』
を
ど
う
発
信
す
る
か
の
調
査
・
検

討
」、「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」
な
ど

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
市
と
日
本
福
祉
大
学
地
域
ケ
ア

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
11
日
に

「
包
括
的
な
福
祉
施
策
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

本
市
で
、
両
者
が
協
力
し
て
福
祉
施
策

の
取
り
組
み
を
研
究
・
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

調
印
式
で
田
中
市
長
は
「
ま
ち
全
体

で
支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
が
整
う
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
セ
ン
タ
ー
長
の

平
野
隆
之
教
授
は
「
人
吉
市
は
も
ち
ろ

ん
、
球
磨
郡
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
は
、
３
月
21
日
か
らi

ア
イ
フ
ォ
ー
ン

Phone

向
け
の
観
光
ガ
イ

ド
ア
プ
リ
「T

テ
ィ
ー

ee P

ピ

ー

ee G

ガ

イ

ド

uide

人
吉
球
磨
」
の
無
料
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
増
加
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
に
着
目
し
た
新
た
な
観
光
振

興
策
と
し
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

ア
プ
リ
に
は
人
吉
球
磨
の
約
２
５
０
カ
所
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
英
語
に
も

対
応
。
高
画
質
の
写
真
が
特
徴
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
地
図
な
ど
か
ら
行
き
た
い

場
所
を
検
索
し
た
り
、

カ
ー
ナ
ビ
と
連
携
し

て
目
的
地
ま
で
誘
導

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今

秋
か
ら
は
、
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
系
で
の
提
供

も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

雨
の
中
自
宅
へ
の
帰
り
道
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
た
認
知
症
の
高
齢
者
を

保
護
し
、
無
事
に
帰
宅
に
つ
な
げ
た
と

し
て
、
市
は
球
磨
工
業
高
校
３
年
（
当

時
）
の
荒
平
拓
也
さ
ん
と
深
水
匠
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

２
人
は
卒
業
式
を
終
え
た
３
月
１
日

の
帰
宅
中
、
帰
り
道
が
分
か
ら
ず
混
乱

し
て
い
た
認
知
症
の
女
性
を
保
護
。
近

く
に
い
た
消
防
団
員
に
つ
な
ぎ
、
団
員

が
自
宅
ま
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
の
贈
呈
式
で
田
中
市
長
は

「
本
市
が
目
指
す
『
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
』
ま
ち
づ
く

り
の
模
範
と
な
る
行
動
。
感
動
し
た
」

と
２
人
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

「当たり前のことをしただけです」と話す荒平さん（左）と深水さん

講師を務められた東京大学副学長の西村氏

観
光
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
が
表
示
さ
れ
たi

ア
イ
フ
ォ
ー
ン

Phone

とi ア
イ
パ
ッ
ド

Pad 協定書を交わす田中市長と平野教授（右）

消防団ってなんだろう？
西瀬小３年生が消防団について学ぶ

楽しく熱く「人吉」を語る
ひとよしまちカフェ

　

3
月
10
日
に
、
サ
ン
ホ
テ
ル
人
吉
で

人
吉
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
ひ
と
よ
し
ま
ち
カ
フ
ェ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
市
出
身
で
福
岡
市
在
住
の
永
田

充
さ
ん
ら
大
学
生
3
人
が
「
楽
し
み
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
場

を
つ
く
り
た
い
」と
企
画
し
た
も
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
や
職
業
の
約
90
人
が

参
加
。
テ
ー
マ
ご
と
に
話
し
合
う
メ
ン

バ
ー
を
入
れ
替
え
て
い
く
「
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
」
と
い
う
手
法
を
使
い
、「
10

年
後
に
人
吉
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い

か
」
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人

吉
に
対
す
る
思
い
」
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
6
日
、
西
瀬
小
学
校
の
3
年
生

は
、
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
社
会
科
の
学

習
の
一
環
と
し
て
消
防
団
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
先
生
を
務
め
た
の
は
、

人
吉
市
消
防
団
を
担
当
す
る
市
地
域
生

活
課（
4
月
1
日
か
ら
は
防
災
安
全
課
）

の
職
員
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
教
室
で
消
防
署
と
消

防
団
の
違
い
や
消
防
団
員
の
役
割
、
活

動
内
容
を
学
習
。
ま
た
、
普
段
見
る
こ

と
の
な
い
ポ
ン
プ
庫
の
中
を
写
真
で
見

た
あ
と
、
外
に
出
て
実
際
に
消
防
団
の

車
両
に
乗
車
体
験
。
見
て
、
触
れ
て
、

な
り
き
っ
て
、
み
ん
な
大
喜
び
で
大
興

奮
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

消防団の車両に乗車体験をする児童ら

人吉のまちづくりについて語り合う参加者

ひな人形がまちを彩る　人吉球磨は、ひなまつり

　

2
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
開
催

さ
れ
た「
人
吉
球
磨
は
、ひ
な
ま
つ
り
」。

週
末
を
中
心
に
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
曜
日
と
重
な
っ
た
3
月
3
日
。
石

野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
う
れ
し
！
た

の
し
！
ひ
な
ま
つ
り
」
で
は
、
ひ
な
人

形
の
格
好
で
写
真
撮
影
が
で
き
る
「
な

り
き
り
お
ひ
な
様
」
が
、
1
時
間
待
ち

の
大
人
気
。
ま
た
九
日
町
の
「
お
ひ
な

庵
」で
の
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
に
も
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
日
も
、
ま
ち
な
か
に
舞ま

い
こ妓

さ
ん
が

登
場
し
た
り
、
城
見
庭
園
で
歌
と
踊
り

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
と
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
催
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

大人気だった石野公園の「なりきりおひな様」コーナー

各所に飾られたひな人形

まちなかに舞妓さんが登場

城見庭園での歌と踊りのイベント

おひな庵でぜんざい振る舞い
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　市内の既存住宅を対象に、リフォーム事業に登録している施工業者がリフォームを行う場合に限り、その
経費の一部を補助します。

申請できる方
①市内在住で、住民登録か特別永住者の証明ができる方
②市内に住宅を持ち居住している方または定住を目的に住宅を購入し
　住民登録か特別永住者の証明を済ませている方（定住している方は
　５年以上の定住が必要です）
③市税などを滞納していない方
④住宅の居住者で所有者でない場合は居住者全員の承諾を得ている方
補助対象住宅
①一戸建て住宅
②併用住宅（延べ面積の２分の１以上が住居スペースであること）
③分譲マンション（個人の専有部分に限る）
補助対象となる工事
①工事の総額が 20 万円以上（税込み）であること
②市に登録した施工業者が、補助の対象となるリフォーム工事を行うこと
③平成 26 年３月 31 日までに工事が完了すること
※補助の対象となるリフォーム工事の種類についてはお問い合わせください。工事内容については担当職

員との協議が必要です。
補助の金額
①対象となるリフォーム工事の総額の４分の１。１件当たり上限 20 万円
②補助の交付金額の２分の１は商品券
地域材の活用
○リフォームに木材を使用する場合、人吉球磨産材を活用すること。産地が確認できる証明書が必要です。

【申込・問合せ】　市都市計画課建築係（☎２２－２１１１内線２４３５）
※市では、電話や訪問などによるリフォーム・耐震改修の勧誘等は一切行っていません。

安全・安心 は住まいから

人吉市で大地震は
発生する？しない？

人吉盆地の南縁には、湯前町から多良木
町、あさぎり町、錦町を経て人吉東部に至る
約22kmの「人吉盆地南縁断層」という活断
層があります。
　この断層は、今後30年の間にマグニチュー
ド7.1の地震が発生する可能性が「やや高い」
グループにあると予測されています。

　人吉市では、市民の方が安全・安心に生活できるように、住宅の「リフォーム」や「耐震診断・改修」をさ
れる方に対し補助金を交付します。予算が無くなり次第終了しますので申請はお早めに。

施 行 業 者 の 方 へ
　市の住宅リフォーム促進事業で工事を行う場合は、施工業者の登
録が必要です。
登録できる施工業者
・本市に主たる事業所を有する事業者
・法人市民税および市税などを滞納していない事業者
登録に関する事項
・法人市民税および市民税の納税証明書、事業を営んでいることが

証明できる書類の提出が必要です。
・登録の有効期間は、リフォーム促進事業が完了するまでです。
・登録期間中は、２年に１度の納税証明書の提出が必要です。

住宅のリフォームを後押し！住宅リフォーム促進事業

申請できる方
①市内在住で、住民登録か特別永住者の証明ができる方
②市内に住宅を持ち、居住している方または定住を目的に住宅を購入し住民登録か特別永住者の

証明を済ませている方
③市税などを滞納していない方
④住宅の居住者で所有者以外の場合は居住者全員の承諾を得ている方
補助対象住宅
①在

ざいらいじくぐみ

来軸組工法または枠
わくぐみかべ

組壁工法によって建てられた地上２階以下の住宅
②昭和56年5月31日以前に着工した住宅
③過去にこの補助金の交付を受けていない住宅
補 助 の 金 額
○耐震診断にかかった経費の３分の２。上限12万9,000円
※耐震診断は、人吉市球磨建築設計事務所協会から派遣される建築士事務所の建築士が行います。

地震はいつどこで起こるか分かりません。市内の戸建木造住宅の耐震診断をされる方を対象に、
その経費の一部を補助します。

補助対象住宅
○上記耐震診断事業の補助を活用し耐震診断をした結果、上部構造評点が「1.0未満」と評価さ
　れた住宅
補助の金額
○耐震改修にかかった経費の２分の１。上限150万円

木造住宅の耐震化を後押し！戸建木造住宅耐震改修事業

耐震診断

耐震改修

リフォーム・耐震に補助金を交付します
５ 月 １ 日
受 付 開 始

リフォーム工事について、疑問や不
満、紛争などが生じたらご連絡くだ
さい。

（財）住宅リフォーム・紛争処理支援
センター（愛称：住まいるダイヤル）

0570-016-100住まいる
ダイヤル
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医療機関 電話番号 医療機関 電話番号
あいだ診療所 ☎ 25-1651 堤病院 ☎ 22-0200
愛甲産婦人科ひふ科医院 ☎ 22-4020 堤病院付属九日町診療所 ☎ 22-2251
伊津野医院 ☎ 22-3066 手塚病院 ☎ 22-5271
岡医院 ☎ 22-3371 外山胃腸病院 ☎ 22-3221
願成寺ごんどう医院 ☎ 22-4700 とやまクリニック胃腸科肛門科 ☎ 28-3375
球磨病院 ☎ 22-3121 外山内科 ☎ 22-2021
河野産婦人科医院 ☎ 24-3838 豊永耳鼻咽喉科医院 ☎ 22-2031
小林脳神経外科病院 ☎ 24-8331 浜田医院 ☎ 22-3415
しらおく内科クリニック ☎ 25-1550 ひとよし内科 ☎ 24-1211
瀬戸産婦人科医院 ☎ 23-2137 人吉中央温泉病院 ☎ 24-2854
高浜内科医院 ☎ 24-3121 人吉リハビリテーション病院 ☎ 24-6111
たかみや医院 ☎ 24-5611 万江病院 ☎ 22-2357
田中医院 ☎ 24-6127 光永医院 ☎ 22-2366
田中クリニック ☎ 22-7222 みのだ内科循環器科 ☎ 28-3111
辻胃腸科心療内科 ☎ 24-2777 やまぐちマタニティ ☎ 24-2738

※人吉総合病院予防医療センターで受診決定されている方には、総合病院から問診票が送られてきます。
※医療機関によって受診できる検診内容が異なります。事前にご確認ください。

校区 東 西 東間 西瀬 中原 大畑 合計
対象者（人） 1,707 1,437 1,208 1,167 1,374 418 7,311

受診申込者（人） 727 557 585 469 604 174 3,116
受診申込率 42.59％ 38.76％ 48.43％ 40.19％ 43.96％ 41.63％ 42.62％

特定健診受診申込率

自分の体のこと、真剣に 考えてみませんか？

市民健診のお申し込みはお済みですか？
申し込みは随時受け付けています。電話での申し込みや申込書の再発行もできます。詳しくはお尋ねください。
申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

市民健診問診票を郵送します。

医療機関受診を申し込んだ方

検診車受診を申し込んだ方

医療機関へ電話で受診予約をしてから
健診を受けてください。

受診票記載の日時に会場へお越しください。
指定日の都合が悪い方は、日程表の中で

都合のいい日にお越しください。

午
前
７
時
30
分
～
11
時

基本健診
健診の種類 内容
ヤング健診

（検診車のみ） 身体測定、検尿、
血圧、血液検査など

特定健診

＋
追加検診

健診の種類 内容
肝炎ウイルス検査 血液検査

胸部レントゲン
Ｘ線撮影

Ｘ線撮影＋喀痰検査

胃がん検診
胃カメラ

胃透視（バリウム）
腹部超音波検診 上腹部超音波検査
大腸がん検診 便潜血（検便）

前立腺がん検診
血液検査

血液検査＋直腸診

乳がん検診

乳房超音波検診
（奇数年齢）

マンモグラフィ検診
（偶数年齢）

子宮がん検診 頸部細胞診
※検診車での婦人科検診（乳房超音波検診・
マンモグラフィ検診・子宮頸がん検診・骨粗
しょう症検診）は、11 月に実施予定です。

19 ～ 74歳の方の市民健診が始まります。

４／１

８／31

～

非課税世帯と70歳以上の方の
個人負担金について

厳しい財政状況などを踏まえ、非課税世帯の方
と高齢受給者証をお持ちの方のがん検診個人

負担金を１割程度お願いすることになりました。ご
理解とご協力をお願いします。

受診
期間

受付
時間

医療
機関

検診車

※75歳以上（一部65歳以上）の方の後期高齢者健診は9月からです。
※職場健診の方は職場での健診を受診しましょう。

平成25年３月18日現在

期日 会場 対象地区

４月 19 日（金） 保健センター 七日町、二日町、五日町、九日町、大工町、鍛冶屋町、紺屋町、土手町、
灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町

４月 20 日（土） 保健センター 西間上町、西間下町
４月 21 日（日） 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町

４月 22 日（月） 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大
畑麓町、大野町

４月 23 日（火） 西瀬コミセン 矢黒町、上永野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神
町字小柿・段山

４月 24 日（水） 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町
４月 25 日（木） 中原コミセン 中神町字馬場・段・城本・大柿、上原田町全域、下原田町字堀・羽田・上野
４月 26 日（金） 中原コミセン 下原田町字嵯峨里・荒毛・瓜生田・西門
４月 27 日（土） 保健センター 鶴田町、駒井田町、合ノ原町、浪床町、東間下町
４月 28 日（日） 保健センター 上青井町、中青井町、下青井町、城本町、蓑野町、古仏頂町、木地屋町

４月 29 日（月） 保健センター 井ノ口町、蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、西大塚町、田
野町

５月 25 日（土） 保健センター 鬼木町
５月 26 日（日） 保健センター 瓦屋町
５月 27 日（月） 勤労青少年ホーム 北泉田町、南泉田町、東間上町、東大塚町
５月 28 日（火） 勤労青少年ホーム 上新町、下新町、北願成寺町
５月 29 日（水） 保健センター 南願成寺町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町、七地町

※１日に検診できる人数に限りがありますので、対象地区以外の日程で調整させていただく場合があり
ます。
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の

４
月
支
払
い
分
は
４
月
11
日
㈭

う
ぉ
～
む
・
は
あ
と

４
月
の
ご
案
内

生
ご
み
処
理
容
器
・
処
理
機

購
入
を
補
助
し
ま
す

ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

個
人
企
業
経
済
調
査
を

実
施
し
ま
す

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

　

４
月
支
払
い
分
（
平
成
24
年
12

月
～
平
成
25
年
３
月
分
）
の
児
童

扶
養
手
当
は
、
４
月
11
日
㈭
に
指

定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
に
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ

ん
。
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
設
定
活
動
】

場
所　

う
ぉ
～
む
・
は
あ
と

12
日
㈮　

異
年
齢
児
活
動

17
日
㈬　

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

24
日
㈬　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
！
手
遊
び
講
座

※
予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
子
育
て
サ
ー
ク
ル

も
随
時
活
動
中
で
す
。

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
セ
ン
タ
ー
は
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
）

利
用
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　
「
う
ぉ
～
む
・

は
あ
と
」（
さ
ざ
な
み
保
育
園
内
）

（
☎
�
７
１
７
７
）

　

人
吉
市
の
事
業
と
し
て
は
、
３

月
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
さ
ざ
な

み
保
育
園
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て

「
う
ぉ
〜
む
・
は
あ
と
」
は
今
後

も
継
続
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

■
生
ご
み
処
理
容
器

補
助
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

限
度
額　

３
千
円

基
数　

１
世
帯
２
基
ま
で

■
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

補
助
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

限
度
額　

３
万
円

基
数　

１
世
帯
１
基

※
補
助
額
は
、
１
０
０
円
未
満
は

切
り
捨
て
で
算
出
し
ま
す
。

申
請
方
法　

市
環
境
課
に
あ
る
申

　

野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
千
万
円
（
法
人
は

３
億
円
）
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

　

個
人
企
業
経
済
調
査
は
、
国
の

景
気
判
断
や
中
小
企
業
振
興
の
た

め
の
資
料
な
ど
を
得
る
た
め
に
、

総
務
省
統
計
局
が
熊
本
県
を
通
じ

て
行
う
調
査
で
す
。
一
定
の
抽
出

方
法
で
選
定
さ
れ
た
全
国
１
９
０

市
区
町
村
の
約
4
千
事
業
所
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
事
業
所
に
は
調
査
員
が
説

明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
25
年
４
月
か
ら

1
年
間

対
象　

個
人
経
営
の
事
業
所
の
一

部問
合
せ　

県
統
計
調
査
課
（
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
６
）

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

４
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布
、
春
休
み
！
親
子
料
理

教
室
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

２
㈫

３
㈬

4
㈭

５
㈮
熊
本
県
人
吉
を
描
く
絵
画
展
（
石

野
公
園
～
25
日
）

６
㈯
海
棠
ま
つ
り
（
石
水
寺
）

７
㈰

８
㈪
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

（
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）、
第
三

中
入
学
式

９
㈫
第
一
中
・
第
二
中
、
市
内
小
学
校

入
学
式

10
㈬

11
㈭

12
㈮

13
㈯
民
謡
民
舞
九
州
地
区
大
会
（
CP
、

～
14
日
）

14
㈰

15
㈪
広
報
配
布

16
㈫

17
㈬

18
㈭

19
㈮
戦
没
者
追
悼
式
（
CP
）

20
㈯

21
㈰

22
㈪

23
㈫

24
㈬

25
㈭

26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈪
昭
和
の
日

30
㈫

　新聞などですでに報道されていますが、新しいダニ媒介性
疾患「重症熱性血小板減少症候群」の患者が国内で確認され
ました。県内ではまだ患者は確認されていませんが、マダニ
にかまれて感染するほかの病気は毎年報告されています。
　これから山林や草地などで活動する機会が増えてきます
が、春から秋にかけてはダニも活動が活発になります。予防
策をしっかり取って、感染しないように気を付けましょう。

【予防策】　①マダニにかまれないこと。
②森林や草地などに行くときは、肌の露出を少な

くすること。
③野外活動の後は、マダニにかまれていないか確

認すること。
④吸血中のマダニに気付いた時は、自分で取らず

に速やかに病院で処置を受けること
⑤マダニにかまれて発熱などの症状があった場合

は、病院で受診すること。
※マダニは衣類や寝具に発生するヒョウダニなどの家庭内に
生息するダニとは異なります。

重症熱性血小板減少症候群とは
　2011年に初めて特定された新しいウイルス感染によりお
こる病気。
症　　状　発熱、嘔吐、下痢などが中心。そのほか、頭痛、
意識障害、けいれん、咳、出血など
潜伏期間　６日～２週間

問合せ　市保健センター母子保健係（☎２４－８４２０）

マダニウイルスにご注意ください！

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
予
算
額
が
無

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
申
請

は
お
早
め
に
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

　

例
外
と
し
て
「
農
業
や
林
業
、

漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
え
な

4

4

4

4

4

い4

も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却
」

や
、「
た
き
火
な
ど
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な

焼
却
」
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
例
外
で
あ
っ

て
も
近
所
か
ら
苦
情
が
あ
る
場
合

は
、
指
導
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。た
き
火
な
ど
の
際
は
、

事
前
に
近
所
に
声
を
か
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

催 

し 

物

「
こ
ど
も
の
日
」
は

石
野
公
園
こ
ど
も
ま
つ
り

　

こ
ど
も
の
日
の
石
野
公
園
は
無

料
参
加
の
ゲ
ー
ム
大
会
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
い
っ
ぱ
い
参
加
し
て
景

品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
期
間

限
定
の
工
芸
体
験
も
あ
り
ま
す
。

期
日　

５
月
５
日
㈰
※
小
雨
決
行

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石

野
公
園

入
園
料　

無
料

内
容　

陶
器
の
こ
い
の
ぼ
り
作

製
、
折
り
紙
教
室
、
豪
華
商
品
争

奪
大
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
各
種
ゲ
ー

ム
大
会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど

問
合
せ　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

石
野
公
園
（
☎
�
６
７
０
０
）

要
約
筆
記
者

養
成
講
座

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座

講
座
・
教
室

　

要
約
筆
記
と
は
、「
手
話
が
分

か
ら
な
い
」、「
手
話
よ
り
文
字
情

報
を
望
む
」
と
い
う
聴
覚
障
が
い

者
に
対
し
て
、
書
い
た
り
パ
ソ
コ

ン
で
情
報
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
お
手
伝
い

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

４
月
25
日
〜
10
月
31
日
の

木
曜
日　

全
21
回

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

熊
本
県
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
東
区
長
嶺
）

受
講
資
格　

高
卒
以
上
の
学
力
が

「
中
高
年
向
け
ゆ
っ
く
り
進
む
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
回
覧
板
は
パ
ソ
コ

ン
で
作
ろ
う
♪
超
初
心
者
用
〜
」

日
程　

５
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮
の

火
・
金
曜
日
※
８
日
間

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

内
容　

電
源
の
入
れ
方
か
ら
、
回

覧
板
作
成
ま
で

募
集
人
員　

20
人

申
込
締
切　

４
月
30
日
㈫
※
先
着

順受
講
料　

1
万
円

「
仕
事
に
活
用
す
る
・
活
用
で
き

る
！
エ
ク
セ
ル
基
礎
！
講
座
」

日
程　

５
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮
の

火
・
金
曜
日
※
８
日
間

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

あ
り
、
要
約
筆
記
活
動
を
目
指
す

方受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
料
な

ど
約
３
千
円
別
途
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
10
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
聴
覚
障
害

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
㈶
熊
本
県

ろ
う
者
福
祉
協
会
（
☎
０
９
６
‐

３
８
３
‐
５
５
８
７
）

タ
ー

内
容　

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
全
般

募
集
人
員　

20
人

申
込
締
切　

４
月
30
日
㈫
※
先
着

順受
講
料　

１
万
２
千
円

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

２
４
７
５
）税

・
料
金

納
税
課
窓
口

日
曜
日
も
開
庁
中
！

開
庁
す
る
日
曜
日

【
４
月
】
７
日
、
14
日
、
21
日

【
５
月
】
12
日
、
19
日
、
26
日

開
庁
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４

時取
り
扱
い
業
務　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
入
湯
税
・
法
人
市
民
税
の
納

付
、
納
税
証
明
の
発
行
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
・
下
水
道
受

益
者
負
担
金
の
納
付
、
市
営
住
宅

家
賃
の
納
付

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係
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24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000
(円)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国保加入者１人あたりの毎月の医療費

H23

H24

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２–２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22–2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

　このコーナーでは、皆さんが疑問
に思っている国民健康保険の仕組み
についてご紹介していきます。

国保
だより

市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１内線１２２１）

もっと分かりやすく！

ようこそ としょかんへ！

問 図書館　☎２４–３５１８

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始

（12月29日～１月３日）

この本よかばい！

３歳までの子どもの写真募集中！

　

今
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

グ
ラ
フ
は
国
保
加
入
者
１
人
当
た
り
の
毎

月
の
医
療
費
を
平
成
23
年
度
と
24
年
度
で

比
較
し
た
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
の
医

療
費
が
前
年
よ
り
増
え
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
、
平
成
24

年
度
は
前
年
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費

34
万
１
７
６
８
円
を
超
え
る
こ
と
は
確
実

で
す
。

　

も
し
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け

た
場
合
に
は
、
財
源
が
不
足
し
、
皆
さ
ん

の
国
保
税
負
担
の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　

今
月
か
ら
市
民
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

健
診
は
、
現
在
の
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
仮
に
健
診
結

果
に
よ
っ
て
治
療
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、

早
期
に
治
療
す
れ
ば
健
康
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
症
状
が
重
く
な
っ
て
か

ら
受
診
す
る
場
合
に
比
べ
、
早
期
発
見
早

期
治
療
を
行
え
ば
、
医
療
費
負
担
も
少
な

く
す
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、「
健
康
」
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
自
分
の
健
康
は「
自

分
で
守
る
」
こ
と
で
し
か
手
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
健
診

を
受
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

健
診
の
申
し
込
み
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
今
か
ら
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
平
成
24
年
の
医
療
費
の
状
況
」

～
医
療
費
が
…
…
増
え
て
い
る
！
～

第８回

若松 亜紀／学陽書房

がんばらなくていい！
子どもを伸ばせる親の
ちょっとした習慣

俵 万智　短歌・文
U･Gサトー　絵／福音館書店

富士山うたごよみ

新
刊
案
内 (

３
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

松谷 みよ子
／童心社

おふろで
ちゃぷちゃぷ

松岡 美智子さん

今
月
の
紹
介
者

下青井町

ぶ く ぶ く 成 長 中 ～
( 笑）遥斗兄ちゃんと
仲良く育ってね♡

大きくなあれ♪ 幼稚園と公園が大好
き。パパとママと一緒
にＳＬに乗りたいです。

日
ひがくれ

隠 喬
た か と

斗ちゃん 中
なかじま

島 結
ゆう

ちゃん 山
やまもと

本 萌
め い

愛ちゃん
８カ月（相良町） １歳（上新町） ２歳（瓦屋町）

平成24年７月18日生 平成23年11月９日生 平成23年１月８日生

正宏パパ・由貴ママ 禎パパ・安佐子ママ 研央パパ・如世ママ

３歳までの子どもの写真募集中！

親
は
先
生
で
も
な
く
コ
ー
チ
で

も
な
く
、
そ
ば
に
い
て
子
ど
も

を
見
守
り
、
話
を
聞
き
、
そ
の

子
自
身
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ほ
め

て
認
め
る
。
こ
の
本
で
は
、
お

母
さ
ん
も
自
分
自
身
の
こ
と
を

認
め
な
が
ら
「
ゆ
っ
く
り
お
母

さ
ん
」
に
な
る
子
育
て
法
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
・
Ｇ
・
サ
ト
ー
氏
の
奇
想
あ

ふ
れ
る
24
枚
の
富
士
山
の
イ
ラ

ス
ト
と
、
歌
人
・
俵
万
智
氏
に

よ
る
二
十
四
節
気
に
な
ぞ
ら
え

た
短
歌
が
絶
妙
に
響
き
合
う
絵

本
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
日
本
の
四
季
を
楽
し
め
る
内

容
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に

美
し
い
富
士
山
が
味
わ
え
ま
す
。

　

以
前
の
私
は
、
活
字
を
見
る
だ

け
で
拒
否
反
応
を
示
し
て
し
ま
う

ほ
ど
本
嫌
い
な
人
間
で
し
た
。
転

機
が
訪
れ
た
の
は
、
第
１
子
を
出

産
し
た
平
成
17
年
。
私
の
よ
う
に

本
嫌
い
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と

の
思
い
で
、
生
後
３
カ
月
か
ら
読

み
聞
か
せ
を
始
め
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
絵
本
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
息
子
と
お
風
呂
に

入
る
前
に
よ
く
読
ん
で
い
た
思
い

出
深
い
絵
本
で
す
。
い
わ
さ
き
ち

ひ
ろ
さ
ん
が
描
く
優
し
く
柔
ら
か

な
タ
ッ
チ
の
絵
に
癒
や
さ
れ
、
読

み
終
え
た
後
に
は
心
が
温
か
く
な

る
素
敵
な
作
品
で
す
。

　

私
も
２
人
の
息
子
も
い
ま
や

「N

ノ
ー

O
 B

ブ

ッ

ク

O
O

K

　

N

ノ
ー

O
 L

ラ
イ
フ

IFE

」。

「
絵
本
」
で
新
し
い
扉
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

　

ど
ん
な
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
い
て

も
、
借
金
問
題
に
は
必
ず
解
決
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
４
つ
の
解
決
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
任
意
整
理　

　

裁
判
所
な
ど
の
法
的
機
関
を
利
用
せ
ず
、

私
的
に
債
権
者
と
話
し
合
い
ま
す
。
通
常
、

弁
護
士
や
一
定
の
資
格
を
持
つ
司
法
書
士
に
依

頼
し
ま
す
。
返
済
額
を
利
息
制
限
法
の
法
定

利
率
で
計
算
し
直
し
、
そ
の
額
を
３
年
程
度

で
無
理
な
く
返
済
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
任

意
整
理
を
選
択
す
る
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
特
定
調
停　

　

簡
易
裁
判
所
に
特
定
調
停
を
自
分
で
申
し

立
て
て
、
調
停
委
員
の
あ
っ
せ
ん
で
返
済
額

を
確
定
し
返
済
方
法
を
決
め
ま
す
。
弁
護
士

な
ど
に
任
意
整
理
を
依
頼
で
き
な
く
て
も
、

裁
判
所
を
通
じ
た
交
渉
で
解
決
が
期
待
で
き

ま
す
。
費
用
も
貸
金
業
者
１
社
に
つ
き
印
紙

代
と
郵
送
料
程
度
と
、
比
較
的
安
価
で
す
。

③
個
人
再
生　

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
す
金
額

を
原
則
３
年
間
で
返
済
す
る
計
画
を
立
て
、

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
ま
す
。
そ
れ
が
認

可
さ
れ
、
計
画
通
り
に
返
済
す
る
と
、
税
金

な
ど
を
除
い
た
残
り
の
借
金
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
支
払
え
る
人
は
住
宅
を

失
わ
ず
に
済
み
ま
す
。
安
定
し
た
仕
事
に
就

き
、
収
入
に
大
き
な
変
動
が
な
い
人
に
適
し

た
制
度
で
す
。

④
自
己
破
産　

　

自
分
の
資
力
で
全
て
の
借
金
を
返
済
す
る

借
金
返
済
に
困
っ
た
ら
！

連絡先を忘れずに

４月の休館日
１ 日、 ８ 日、15日、22日、
30日

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
地
方
裁
判

所
に
自
己
破
産
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

同
時
に
免
責
許
可
を
申
し
立
て
、
許
可
の
決

定
を
得
た
場
合
、
税
金
な
ど
を
除
き
、
借
金

を
支
払
わ
な
く
て
よ
く
な
り
ま
す
。
浪
費
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
原
因
の
場
合
は
、
免
責
が
不

許
可
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

貸
金
業
者
の
取
り
立
て
は
、
裁
判
所
に
特

定
調
停
、
個
人
再
生
、
自
己
破
産
の
申
し
立

て
を
す
る
か
、
弁
護
士
な
ど
に
債
務
整
理
を

依
頼
し
た
時
点
で
止
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
な
ど
へ
の
費
用
が
払
え
な

い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
立
て
替
え
る
「
民
事

法
律
扶
助
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

借
金
の
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
「
相
談
に
行
く
」
と

い
う
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
思

い
切
っ
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「

く
ら
し
の
豆
知
識
よ
り
抜
粋
」
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市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

小さいころから球磨神楽を続
けてきた嶽本絵利香さん（左）
と志賀麗加さん。３月20日
の子ども神楽教室発表会で
は、素晴らしい舞を披露しま
した。

子ども神楽教室を卒業した２人

　

球
磨
神
楽
が
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
舞
台
と
な
る
神
楽

殿
、し
め
縄
を
八
方
に
張
っ
た

「
ヤ
ツ
ジ
メ
」
と
呼
ば
れ
る

結
界
、「
シ
ャ
グ
マ
」
と
呼
ば

れ
る
毛
が
付
い
た
笠
…
…
。

特
集
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
神
楽
の
舞
台

や
衣
装
、
使
わ
れ
る
道
具

類
も
、
と
て
も
神
秘
的
で
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
道
具

類
も
舞
と
同
じ
く
、
大
事

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

　

物
に
も
魂
が
宿
る
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
い

仕
事
も
、
い
い
道
具
か
ら
。

さ
っ
そ
く
今
か
ら
カ
メ
ラ
を

磨
か
ね
ば
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

　

昔
は
入
学
式
と
い
え
ば
桜
で
し

た
が
、
今
で
は
気
候
が
変
わ
り
、

桜
と
と
も
に
卒
業
生
た
ち
が
巣
立

ち
、
若
葉
と
と
も
に
ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
た
ち
が
入
学
し
て
き
ま
す
。

春
は
「
張
る
」
が
語
源
と
言
い
ま

す
が
、
自
然
に
元
気
が
み
な
ぎ
っ

て
き
ま
す
ね
。
ま
さ
に
百
花
繚り

ょ
う
ら
ん乱

の
季
節
で
す
。

　

さ
て
、
お
願
い
の
話
で
恐
縮
で
す

が
、
球
磨
川
下
り
の
客
数
が
、
こ

こ
数
年
激
減
し
て
い
ま
す
。
理
由

は
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
、
新し

ん
も
え
だ
け

燃
岳
、
増
水
渇
水

問
題
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
球
磨

川
下
り
は
、
経
営
が
行
き
詰
ま
り

消
滅
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
く
ま
川
荘
と
組
ん
で

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

発
船
場
か
ら
木
山
の
淵
を
２
周
し

て
、
く
ま
川
荘
ま
で
の
30
分
コ
ー

ス
で
す
。
下
船
し
た
ら
く
ま
川
荘

で
お
食
事
と
温
泉
入
浴
。
し
め
て

３
５
０
０
円
な
ぁ
～
り
。
老
人
会
、

町
内
会
、
さ
な
ぼ
り
、
お
客
さ
ま

の
ご
接
待
、
歓
送
迎
会
、
お
祝
い

会
、
職
場
の
飲
み
会
、
各
種
宴
会
、

思
い
出
づ
く
り
に
球
磨
川
下
り
の

祝
い
船
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
せ
。

　

ど
ぎ
ゃ
ん
で
ん
、
こ
ぎ
ゃ
ん
で
ん

し
て
球
磨
川
下
り
を
残
さ
な
な
り

ま
っ
せ
ん
。
皆
さ
ん
ご
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

実施校区 東間校区 東校区 中原校区 西瀬校区 西校区 大畑 ･ 矢岳校区

集合場所 東間小学校 東小学校

4 〜 7 月
中原コミセン

西瀬コミセン

奇数月
村山公園あやめ広場

大畑コミセン
8 〜 10 月

大柿集落センター
偶数月

東西コミセン

問合せ 東間コミセン
（☎ 24-3381）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

中原コミセン
（☎ 24-1764）

西瀬コミセン
（☎ 22-6934）

東西コミセン
（☎ 28-3230）

大畑コミセン
（☎ 23-0830）

受　付 午前 7 時 10 分～ 午前 6 時 40 分～ 午前 7 時 10 分～ 午前 6 時 40 分～
スタート 午前 7 時 30 分 午前 7 時 午前 7 時 30 分 午前 7 時

4 月 6 日 13 日 20 日 27 日 ―
5 月 ー 11 日 18 日 25 日
6 月 1 日 8 日 15 日 22 日 ―
7 月 6 日 13 日 20 日 27 日
8 月 3 日 10 日 17 日 24 日 ―
9 月 7 日 14 日 21 日  28 日

10 月 5 日 12 日 19 日 19 日 26 日 ―
※ は歴史探訪ウォーキング大会です。
※全校区とも保険をかけますので、必ず受け付けをしてください。
※小学生以下は、保護者同伴で参加してください。
※お住まいの校区に関わらず参加できます。どのコースも徒歩時間は約 1 時間です。水筒などは各自で準備してください。
※ 11 月〜平成 26 年 3 月開催分は、後日の広報ひとよしなどでお知らせします。
※健康とポイントをあわせてゲット !!    ウォーキングに参加するときじ馬スタンプ（３ポイント）がたまります。

平成25年４～ 10月ウォーキングデーのご案内
毎週土曜日はウォーキングデー！あなたも友だちや家族を誘って参加しませんか？

利用料金 １人目 ２人目以降
平日の午前７時〜午後８時 600円/１時間 300円/１時間

上記以外 700円/１時間 350円/１時間
病後児（平日の午前

９時～午後６時） 900円/１時間 複数の預かりは
できません

※送迎や食事を伴う場合は別途料金が必要です。料金は依頼会
員が協力会員に直接支払います。

協力会員…育児の手助けをしたい方
　市内に在住し、自宅で子どもを預かれる方で、心身と
もに健康で子どもが好きな方
依頼会員…育児の手助けが必要な方
　市内に在住または勤務している方で、原則として、生
後６カ月から小学６年生までのお子さんをお持ちの方
両方会員…依頼会員、協力会員の両方をできる方

「こんな育児のお手伝いをしています」
●保育施設までの送迎●保育施設の開始前や終了後の
預かり●学校の放課後や学童保育終了後の預かり●冠
婚葬祭や兄弟姉妹の学校行事の際の預かり●買い物や
外出の際の預かり

■問合せ　ファミリーサポートセンターひとよし（市社会福祉協議会内）☎２４－９１９２

ファミリー
サポートセンター

依頼会員
（援助を受けたい人）

協力会員
（援助を行いたい人）

①
援

助
の

依

頼

④
連

絡

②協

力
の

依
頼

③回
答

  ⑧
報

告

⑥子どもの預かり

⑦料金の支払い

ファミリーサポートセンターひとよし　会員募集中！
　ファミリーサポートセンターとは、子育ての「手助けが必要な方」と「手助けをしたい方」が相互援助を行う
会員組織です。

⑤事前打ち合わせ

４月１日から石野公園の一部が、グラウンドゴルフ場として使用できるようになりました。
コースは３コースです。町内や老人会などのレクレーションにぜひご利用ください。

コース
■けやきコース（運動広場）
■つつじコース（創作広場）
■やまももコース（伝統あそびの広場）
※使用料は無料です。使用する３日前までに申請してください。
※道具の貸し出しは行っていません。

【申請・問合せ】　市都市計画課街路公園係（市役所本館２階）
　　　　　　　　☎２２－２１１１内線２４２５

石野公園の広場で
グラウンドゴルフを楽しみませんか？

※上記以外でもお気軽にご相談ください。
※宿泊を伴う預かりはできません。
※万一の事故に備え、保険はファミリーサポートセンターが負担
します。
※病後児は預かりが出来ない場合があります。
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

４月１日から

防災行政無線の

運用をスタートします

　平成24年度に整備を行いました「人吉市防災行政無線」の運用
を４月１日（月）から開始します。

防災行政無線とは
　災害が発生したときに、災害の規模や災害現場の位置・状況を把握し、
いち早く正確な情報を市民の皆さんに周知するための無線放送システム
です。市内65カ所に屋外放送設備（スピーカー）を設置しました。

防災行政無線でお知らせする情報
①防災情報【発信者：人吉市】
　　　　　　⇒　避難指示・勧告、土砂災害警報、火災情報など
②国民保護情報【発信者：気象庁、総務省】
　　　　　　⇒　緊急地震速報、弾道ミサイル飛来など
③行政情報【発信者：人吉市】
　　　　　　⇒　イベントの中止・延期など
④そのほか緊急性の高い情報
⑤正午と午後６時の時報（ミュージックチャイム）

防災行政無線についての注意点
○防災情報は、昼夜問わずサイレンとともに放送します。ご理解いただ
　きますようお願いします。
○豪雨や強風の場合は、放送が聞こえにくい場合が考えられます。悪天
　候時にサイレンや放送に気付いたら、テレビ・ラジオをつけて防災情
　報の取得に努めてください。
○大雨警報・注意報は放送しません。
○時報は、日常の点検を兼ねて実施します。

問合せ　市防災安全課防災安全係（☎22-2111内線3371・3372）


